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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成21年1月29日(2009.1.29)

【公開番号】特開2006-296187(P2006-296187A)
【公開日】平成18年10月26日(2006.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2006-042
【出願番号】特願2006-65879(P2006-65879)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ  17/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｍ   1/73     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ  17/00    　　　Ｂ
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４７Ｚ
   Ｈ０４Ｍ   1/73    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月9日(2008.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　並列接続されたコイルとキャパシタを有する共振回路と、
　前記共振回路を共振状態とすることにより誘起される交流電力を整流して直流電力を生
成する電源回路を有し、
　前記直流電力を駆動電力として用いることを特徴とする携帯端末。
【請求項２】
　第１の直流電力を供給する第１の電源と、
　第２の直流電力を供給する第２の電源を有し、
　前記第２の電源は、
　並列接続されたコイルとキャパシタを有する共振回路と、
　前記共振回路を共振状態とすることにより誘起される交流電力を整流して前記第２の直
流電力を生成する電源回路を有し、
　前記第１の直流電力又は前記第２の直流電力を駆動電力として用いることを特徴とする
携帯端末。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記共振回路が共振状態にないとき前記第１の直流電力を選択し、前記共振回路が共振
状態にあるとき前記第２の直流電力を選択する選択回路を有することを特徴とする携帯端
末。
【請求項４】
　請求項２または請求項３において、
　前記第１の電源は直流電源装置またはバッテリーであることを特徴とする携帯端末。
【請求項５】
　並列接続されたコイルとキャパシタを有する共振回路と、
　前記共振回路を共振状態とすることにより誘起される交流電力を整流して直流電力を生
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成する電源回路と、
　マトリクス状に配置された複数の画素と、を有し、
　前記直流電力を駆動電力として用いることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　第１の直流電力を供給する第１の電源と、
　第２の直流電力を供給する第２の電源と、
　マトリクス状に配置された複数の画素を制御して映像の表示を行う表示部と、を有し、
　前記第２の電源は、
　並列接続されたコイルとキャパシタを有する共振回路と、
　前記共振回路を共振状態とすることにより誘起される交流電力を整流して前記第２の直
流電力を生成する電源回路を有し、
　前記第１の直流電力又は前記第２の直流電力を、前記表示部を構成する回路の少なくと
も一部の回路の駆動電力として用いることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記第１の電源は直流電源装置またはバッテリーであることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　請求項５または請求項６において、
　前記複数の画素、前記共振回路、および前記電源回路は、同一の絶縁基板上に形成され
ていることを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　請求項５または請求項６において、
　前記複数の画素と前記電源回路はそれぞれ、絶縁基板上に形成された薄膜トランジスタ
を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　請求項６において、
　前記共振回路が共振状態にないとき前記第１の直流電力を選択し、前記共振回路が共振
状態にあるとき前記第２の直流電力を選択する選択回路を有することを特徴とする表示装
置。
【請求項１１】
　請求項６において、
　前記共振回路が共振状態にないとき前記第１の直流電力を選択し、前記共振回路が共振
状態にあるとき前記第２の直流電力を選択する選択回路を有し、
　前記複数の画素、前記共振回路、前記電源回路、前記選択回路は、同一の絶縁基板上に
形成されていることを特徴とする表示装置。
【請求項１２】
　請求項６において、
　前記共振回路が共振状態にないとき前記第１の直流電力を選択し、前記共振回路が共振
状態にあるとき前記第２の直流電力を選択する選択回路を有し、
　前記複数の画素、前記電源回路及び前記選択回路はそれぞれ、絶縁基板上に形成された
薄膜トランジスタを有することを特徴とする表示装置。
【請求項１３】
　請求項５または請求項６において、
　前記複数の画素の制御を行うソースドライバおよびゲートドライバを有することを特徴
とする表示装置。
【請求項１４】
　請求項５または請求項６において、
　前記複数の画素の制御を行うソースドライバおよびゲートドライバを有し、
　前記複数の画素、前記共振回路、前記電源回路、前記ソースドライバおよび前記ゲート
ドライバは、同一の絶縁基板上に形成されていることを特徴とする表示装置。
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【請求項１５】
　請求項５または請求項６において、
　前記複数の画素の制御を行うソースドライバおよびゲートドライバを有し、
　前記複数の画素、前記電源回路、前記ソースドライバおよび前記ゲートドライバはそれ
ぞれ、絶縁基板上に形成された薄膜トランジスタを有することを特徴とする表示装置。
【請求項１６】
　請求項５乃至請求項１５のいずれか一項において、
　前記複数の画素はそれぞれ、液晶素子または自発光型素子を有すること特徴とする表示
装置。
【請求項１７】
　請求項５乃至請求項１６のいずれか一項に記載の前記表示装置を用いた携帯端末。
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